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佳作

　人生において、何かに挑戦しようとする時、最も大き
な原動力となるのは自信というものです。自信を持って
いる人は、困難に直面しても諦めずに前を向くことがで
きます。しかし、自信というものは一朝一夕に身につく
ものではなく、毎日の努力や積み重ねの結果として得ら
れるものであります。自信があれば、仕事の半分は終
わったようなものだという言葉がある通り、強い信念を
持って物事に組むことは、成功への最短ルートだと自分
が信じています。物事を始める前に自分ならできるとい
う自信があれば、不安や迷いがなくなります。心配する
代わりに仕事に集中できるので、スピードも質も上がり
ます。自分も仕事に対して自信を持ってない時期があり
ました。新しい環境や慣れない作業の中でミスして周り
の人々に迷惑をかけてしまうこともありました。自信と
いうのは、何もないところから生まれるのではなく、過
去の経験から得られるものです。何度も繰り返し練習し
て失敗を乗り越えて身につけたスキルこそが本当の自信
になりましたと思います。
　私も自分自信がなくなりました時もありました。数年
前、新型コロナウイルスの影響で大学は閉鎖を余儀なく

されまして、自分の先生になりたい夢がどこかへ消えて
しまいました。何を目標に頑張ればいいのか分からなく
なって自分自身への自信も完全に失ってしまいました。
でも、私は諦めませんでした。自分の道を見つけるため
に、自営業をできるようにやりたい大きな目標を立てま
した。でも、すぐに自営業を始まることはできません。
まずは他の人の店で二年間ぐらい労働者として働きなが
ら、商品のことについて一生懸命勉強しました。この二
年間頑張ったことで、少しずつ自分ならできると思える
ようになりました。自信は、ただ頭で考えるだけでは生
まれません。毎日コツコツ努力して、経験を積み重ねる
ことで、すこしずつ手に入るものだと気づきました。一
歩ずつ努力を積み重ねて、ついに自分の店を持つことが
できました。今は両親が店を切り盛りしてくれていま
す。しかし、私はまだ若者としてもっと広い世界で様々
な経験を積み、新しいことを学びたいという強い思いが
ありました。そのため、日本へ行くことを決意しました。
日本語の勉強も一生懸命頑張れば必ず目標に到達できる
という強い自信を持って、日本にやってきました。新し
い環境に飛び込むには、多くの勇気と自信が必要でし
た。しかし、これは自分で選んだ道です。これから先、
良いことも悪いことも、どんな困難が待ち受けていよう
とも、すべてをしっかりと受け止めて乗り越えていく覚
悟ができています。
　自信を持つことは、人生を成功させるための大きな鍵
だと思います。しかし、一番大切なのは、もし失敗して
自信を失ったとしても、そこから立ち上がってもう一度
自信を築き上げることです。皆さんも失敗を恐れずに自
信をもってなんでも挑戦できますように。
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　「本当に日本に行くの？ITの仕事を辞めて？」インド
を出発する時に友達は皆そう言いました。私はインドで
は ITエンジニアとして働いていました。しかし、同時
に日本という国に強く惹かれていました。日本の文化、
日本の技術、全てが私を惹きつけました。だから ITの
仕事を辞めて日本に行く事を決めたのです。
　改めて自己紹介いたします。私の名前はティルパティ
です。年は三十四才。妻と六才の息子と一才の娘がイン
ドにいます。日本に来て七カ月が経ちました。自動車の
部品を作る仕事をしています。
　この仕事は ITとは全く違いました。体を使う仕事、
細かい作業、長い立ち仕事。最初はとても苦労しました。
ある日、難しい作業をした時に日本人の先輩にほめられ
ました。どんなに嬉しかったか、今でも忘れられません。
言葉のことでも苦労しました。先輩の説明が理解できま
せんでした。何度も作業を間違えました。でも、あきら
めませんでした。毎晩疲れていても日本語の勉強をしま
した。今でも日本語能力試験に向けてがんばっています。
　インドと日本は文化も習慣も大きく違います。時間を

守る事。ゴミを分別する事。このルールに慣れる事が大
変でした。しかしこの違いこそが私を成長させました。
このルールがあるから日本の生活はとても便利で、安全
だと思います。電車は時間通りに来るし、町もとてもき
れいです。丁寧に生活する文化は仕事にも生きていて日
本の自動車業界をはじめとする工業技術は世界トップク
ラスです。また、日本人はとても親切で、困った時には
助けてくれます。
　妻はインドで二人の子育てと ITの仕事と日本語能力
試験というようにさらに上のステップを目ざしてがん
ばっています。
私が日本で経験した事を話し、夫婦で励まし合う時間が
今の私にとって一番の宝物です。私には夢があります。
子どもにも日本の文化や教育を経験させたいのです。家
族と日本で生活する夢が毎日の励みです。
　ITの仕事を辞めて日本に来るという選択をしたこと
は私自身の誇りです。日本語の勉強を通してあきらめな
いことを学びました。そして日本に来たことで家族の大
切さを改めて感じました。
　日本に行くという選択は私の人生を大きく変えまし
た。この選択が正しかったと証明するために、これから
も全力で挑戦していきます。
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